
２ ノート指導の充実

【１】 自分のノートづくりと構造的な板書
．．．

教師の板書を写すだけではない自分のノートづくりのためには、構造的な板書が重要である。
．．．

「めあて」・「思考の過程」・「まとめ」が１時間の授業を通して「見える」構造的な板書は、分か

りやすい授業の実現につながると同時に、児童生徒のノートづくりの手本ともなる。また、その

ようなノートづくりをしていくことは、学びの過程が実感しやすくなり、児童生徒の主体的な学

習にもつながる。

【２】 モデルノートの掲示

授業ノートのよいモデルを定期的に廊下や教室に提示することで、ノートのまとめ方を具体的

に示すことができ、モデルノートを参考にして自分のノートづくりに生かすことができる。

３ 「振り返る活動」の充実

児童生徒にとって「振り返る活動」は、自分の学びを評価する活動である。授業で「何がわかっ

たのか」「何ができるようになったのか」について、自分の言葉で振り返る活動を大切にしていく

必要がある。ねらいに即した振り返りやまとめを意識することは、児童生徒の学習意欲の向上ばか

りでなく、学習内容の確実な定着や思考力・判断力・表現力等の育成の観点からも有効である。

児童生徒の発達の段階や実態に応じて、◎・○・△などのマークでの振り返りから、徐々に自

分の言葉で表現できるようにしていく。その際、単なる感想等にならないように、教師がねらい

に即したキーワードを示し、それを使って振り返りやまとめ

ができるようにするなどの工夫をし、１～２行程度の文でま

とめられるようにしている。また、自分の言葉で書けない児

童生徒への支援として、日常的に次のような工夫をしている。

・【書くことへの抵抗をなくす工夫】

日記、短作文、ひと言感想、五七五作文、視写 等

・【語彙を増やす工夫】

読書、音読、しりとり、カタカナ言葉集め、熟語集め 等

さらには、振り返りの方法の一つとして、本時に関連する

問題を解くことで振り返るなど、多様な活動を行っている。

自主学習においても、めあての め 、振り返りの ふ と

いうように授業と同様に書いて取り組むことで、振り返りや

まとめの習慣化や自己評価の力の育成を図っている。

〈構造的な板書の例〉

〈「振り返る活動」についての共通理解〉


